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背景
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我が国の医療費は年々増加し、平成29年には
43兆円を超えた。

これはそれだけ病人が増えていることであり、このまま
では国の財政が破綻する。

しかしながら、これまで病人が増大した原因解明及
び対策は寡聞にして知らない。

そこでかねてより、病人増加原因の究明と対策につ
いて演者が研究した結果を発表する。



医療費の推移
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このグラフは我が国の医療費の推移を示すものである。
注目すべきは、昨今は43兆円に膨張しているが、過去を見
ると昭和30年頃にはほとんどゼロである。
演者はここに医療費膨張の原因が秘められていると考えた。
即ち昭和30年頃に全国民の生活に重大な変化を与えるこ
とがあったのではないかと考えた。



仮説
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昭和30年頃から変化が起きたこと

①自動車の普及によって人々を運動不足にした。

②『噴風精米法』という新しい精米機が出現し、『不完全
精白米』 から 真っ白な『過精白米』 が普及し、不
健康な主食に変わった。

演者は①よりも②が影響が大きいと考えた。それは昔も同じ
ことがあったからである。

そこで、幕末の江戸に起きた『江戸患い(白米病)』の再現
ではないかと仮説を立てた。



主食の推移
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検証１

7

以上の仮説をたてた演者は、その当否を確かめるために次の
検証を行った。

【検証方法】
昔から多数の病持ちの演者自らが、旧来の不完全精白米を
食べ始めたが、白米に慣れた口が受け付けなかった。

そこで、玄米の深層糠である『亜糊粉層』を残した美味で環境
にもよい白米を発明(特許第4708059号)し、その実施品(
以降、 『亜糊粉層残存米』と言う)を平成19年頃より常食し
、他に何も変える事なく結果をみることとした。



検証結果１
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実験していることを忘れた頃の1～2年後に、演者の糖尿病を含む多くの病が治癒していた。
それによって、仮説が正しかった事が明らかになった。

更に新たな発見として、病弱の演者は、自らを健康体にしたくて、昔から多種多様の副
食と総合栄養剤にて栄養不足をきたさぬ様にしていたのに、何ら改善出来なかったのが、
『亜糊粉層残存米』の常食によって、多くの病が治癒したことから、 『亜糊粉層残存米』
には『糠層（亜糊粉層）にしか含有しない未知の栄養素』があることが判明した。

平成19年の検査結果(実験前) 平成29年の検査結果(実験後)



検証結果２
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さらには、演者が健康体になったこと
から、演者と関係する東洋ライス社
の職員達が『亜糊粉層残存米』の
常食を行っていると、公の医療費調
査機関が、東洋ライス社の職員及
びその家族の「事業所カルテ」によっ
て、それらの月平均医療費は全国
平均、和歌山県平均、同業者平
均と比較し約4割低い結果が示さ
れ、 『亜糊粉層残存米』の常食に
よって、 医療費が低減されることが
一層確認できた。

更には、今日の日本人の大半が病
んでいる病は、その『糠層にしか含
有しない未知の栄養素の欠乏症』

であることが確認できた。



まとめ

⚫ 亜糊粉層残存米の常食によって、多くの病が治癒したと言うことは、『糠層（亜糊
粉層）にしか含有しない未知の栄養素』があることが確認できた。

⚫ 今日の日本人の大半が病んでいる病は、その『糠層にしか含有しない未知の栄養
素の欠乏症』であること、すなわち第二の『白米病』であることが確認できた。

⚫ 『亜糊粉層残存米』は、従来の不完全精白米と異なり、白米より美味なことから全
国民が常食することは可能である。

⚫ 従って『亜糊粉層残存米』を常食することにより我が国の病人を減らし、医療
費の削減が期待できる。

⚫ しかしながら、 この段階ではｎ数が少ないので、ｎ数を増やした結果を次の演者に
よって発表する。
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ご清聴ありがとうございました


